
１．はじめに

最近，立て続けに食品への薬物混入，中毒事件がお
こり，消費者の間で食品安全性に関する不安が高まり
つつある．今，私たちは安く容易に手に入り，豊富な
品揃えで健康にも良い美味しい食料を求めている．こ
れは今後も変わらない．
ここで注目したいのは有機農産物である．有機農業

は地域の自然を活かした堆厩肥を使用し，化学肥料・
農薬は使用しない農法である．有機農業により育てら
れた農作物は環境への負荷が少なく，人体の残留薬物
の心配も少ない．平成１８年には農業の持続，発展と調
和をうたう「有機農業の推進に関する法律」が制定さ
れた．これは，有機農業の推進に関する施策を総合的
に講じ，有機農業の発展を図ることを目的としている．
有機農業の発展には有機農産物の販路の確保・拡大を
行い消費を増やすことも政策の一つである．しかし，
生産者が積極的に販売しても消費者の有機農産物への

理解とニーズが分かっていなければ結果はついてこな
い．そこで本論文では，消費者と生産者双方の意見を
聞き生産者の現状と消費者のニーズを踏まえ，有機農
産物の販路拡大のヒントを得て，消費を増やすその政
策を提案していくことを始めとし，有機農業の拡大に
必要なことを導き出していくことを課題とする．

２．有機農産物の日本農林規格と有機農業推進法

日本農林規格の一つに有機 JAS がある．これは過
去３年以上，野菜や米なら過去２年以上農薬や化学肥
料を使用していない土地での栽培など有機 JAS 規格
を満たし，認証を受けた農産物・加工品に有機 JAS

マークをつけることができる制度である．農産物に対
する安全性や健康志向に対する消費者の関心の高まり
の中，「有機」「減農薬」といった表示が乱用され商品
選択の際紛らわしい表示が多くなり支障をきたしてい
た．平成１１年 JAS 法が改正され有機農産物等の検査
認証制度ができ，生産基準等の JAS 規格が定められ
た．農産物について有機農産物又はそれに類似した表
示をするには登録認定機関の認証における有機 JAS

規格の格付け審査に合格しなければ「有機」又はこれ
と紛らわしい表示をすることが禁止された．これに違
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反した場合には１年以下の懲役又は１００万円以下の罰
金が設けられている．この認定を受けた認定事業者の
推移を見てみると，平成１４年には１３７４件であったが，
その後徐々に増えてきている．ちなみに平成２０年９月
現在の愛媛県の有機認定事業者数は５４件である．しか
し，認定料が高いこともあり農家にとっては負担だと
考える人も少なくないのも実態である．愛媛県で認定
を受ける際には，５万円を超える費用が必要となる．
このような問題点もあり，国内での有機農産物とし

て格付けされる農産物の生産の現状は伸び悩んでいる．
平成１９年の調査では，格付けされた有機農産物の国内
生産量に占める割合は０．１９％にとどまっているのであ
る（表１）．その理由として，生産者にとって認証料
の負担が大きい一方で必ずしも付加価値を実現させる
価格での販売が容易ではないことや農作業の記録や記
帳に手間がかかることがあり，認証制度が始まっても
認証を受ける農家数が思うように伸びなかったことが
ある．

ここで，有機農業を推進し拡大・定着を図っていく
ためには推進を旨とした法律が必要となり，平成１８年
に有機農業推進法が施行された．これは全１５条からで
きており，基本方針は平成１９年度からおおむね５年間
を対象として定められており，５年ごとに見直される
こととなっている．この法律の最大の特徴として，生
産者の意見を反映させ有機農業の推進を図っていこう
としている点が挙げられる．有機農業の始まりは生産
者自らが進めてきたものであるためこのような形がと
られていると考えられる．また，第７条には都道府県
は，基本方針に即し有機農業推進計画を定めるように
努力しなければいけないとしている．

３．消費者のアンケート調査分析

消費者の有機農産物への関心の調査のためにアンケ
ート調査を行った．その対象をコープえひめの組合員

とした．
コープえひめは１９７４年７月に設立された，組合員２２
万４千人（２００８年３月現在）の県内最大の消費者組織
である．愛媛県内全域を事業区域としており事業所数
は２９ヶ所ある．組合員には愛媛県内に住んでいれば年
齢・性別を問わず加入することができる．
消費者３００人を対象に行ったアンケートだが，実施
したのは１０月の下旬である．２１８名から回答を得，回
収率は７３％であった．アンケートは１１の質問からなっ
ており，食品を選ぶ際の目安となるものや，日ごろ有
機農産物を購入しているかどうかを聞き，最後に有機
農産物を今後購入するか，また，どのようになれば購
入するかを聞いた．以下ではその結果を分析し，消費
者の購買行動をみていきたい．
まず，食品を選ぶ際に目安としているものを示した
のが表２である．これは複数回答可とし，日ごろ目安
としているものを聞いた．複数回答としたことで，重
視しているものとそうでないものとが顕著に見られる．
一番多かった意見は８９．８％を占めた価格である．次に
産地（８０．６％），外観（３４．３％）と続く．全体でみる
と，食品の選択の際に価格が大きな影響を与えている
ことが分かる．２００２年に農林漁業金融公庫が実施した
食料品の購買行動に関するアンケート調査では価格よ
りも安心・安全が上位となっており，不況の中で消費
者の購買行動が変化していることがうかがえる．しか
し，年齢別，所得別に見ると，それぞれ層が高くなる
につれ価格よりも産地を重視する傾向がうかがえる．
また，栽培方法や生産者，マークと言った細部まで気
にして見ているようである．しかし産地を目安として
いる人が多い中，生産者を目安にしていると答えた人
は非常に少なく，回答者が産地と生産者を同一視して
いるように見られる．

区 分 総生産量（t） 格付数量（国内）（t）有機の割合（％）
野 菜 １６，２６５，０００ ３６，５２９ ０．２２
果 樹 ３，４９２，０００ ２，１９９ ０．０６

米 ８，９９８，０００ １０，８２８ ０．１２
麦 １，１０４，０００ ７２１ ０．０７

大 豆 ２２７，０００ ９８６ ０．４３
緑茶（荒茶） ９４，１００ １，７０２ １．８１
その他の農産物 １４１，０００ ４，２３１ ３．００
合 計 ３０，３２１，１００ ５７，１９６ ０．１９

価格 外観 産地 栽培方法 生産者 マーク 店
全体 ８９．８ ３４．３ ８０．６ １４．８ ８．３ ７．４ ２２．２
１０代 １００．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
２０代 ８５．７ ５７．１ ７１．４ ０．０ ０．０ ０．０ １４．３
３０代 ８７．８ ５１．２ ７３．２ １２．２ ４．９ ４．９ ２２．０
４０代 ９０．６ ３４．４ ８０．２ １３．５ ８．３ １１．５ ２４．０
５０代 ９４．０ ２４．０ ８６．０ ２４．０ １０．０ ４．０ ２２．０
６０代 ８２．４ １７．６ １００．０ １１．８ １７．６ ５．９ ２３．５

～３００万 ８５．７ ３５．７ ７５．０ １４．３ ７．１ ３．６ ２８．６
３００万～５００万 ９４．６ ４０．５ ７０．３ １６．２ ９．５ １２．２ ２７．０
５００万～７００万 ９１．２ ２９．４ ９７．１ １４．７ ５．９ ５．９ ２３．５
７００万～１，０００万 ８３．３ ２０．８ ９５．８ ２０．８ ８．３ ８．３ ８．３
１，０００万以上 ６０．０ ４０．０ １００．０ ４０．０ ２０．０ ０．０ ４０．０

表１ 国内の総生産量と格付け数量（平成１９年度）

農林水産省（平成１９年度有機農産物等の格付実績）よ
り作成

表２ 食品を選ぶ際に目安とするもの 単位：％
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たまに購入
する
52%

分からない
10%

全くしない
4%

その他
1%

ほとんど購入
しない
28%

よく購入する
5%

消費者は有機農産物がどのようなものか知っている
のだろうか．ここで，有機農産物の定義を「化学合成
肥料及び農薬を３年以上使わないことを原則とし，農
林水産省の登録を受けた登録認証機関からの認証を受
けたものをいう」とし，知っていたかどうか調査した．
その結果を表３に示している．全体でみると，知って
いた・おおよそ知っていたを合わせると５３．５％であり
半数を占めている．これを年齢層別にみてみると１０代，
２０代といった若い層では周知率が低い．６０代になると
８割の人が知っている・おおよそ知っていると答えて
おり，バラつきが見られた．また，有機農産物がどう
いうものなのかを知った情報源として最も多かった回
答は（表４参照）メディアで全体の５２．４％であった．
これは性別・年齢に関わらず多く，次に２７．３％で店頭
の表示が続く．有機農産物の売り場での宣伝が効果を
発揮していることが分かる．それに比べ，イベントで
知ったという意見は非常に少なく（３．７％），有機農産
物の収穫祭などのイベントがされているのにこの数値
ということは，宣伝不足といえるのでないだろうか．
今後，より一層の消費者へのイベントでの宣伝が望ま
れる．

次に，有機農産物を実際に普段購入しているかどう
か聞いてみた．全体の結果は図１のようになった．ま
た年齢層，所得層が高くなるにつれ購入頻度が高くな
っている．ここで気になるのが「分からない」という
答えである．これは若い人・男性に多くみられる．自
分が購入しているのかどうかさえ分かっていない．食
材を購入する際に表示を見ていないと推測され，食育
の必要性を示した結果と言える．
このなかで，よく購入する・たまに購入すると答え

た人を対象に具体的にどんなものを購入しているのか
複数回答で聞いてみた．一番多かったのは６３．４％を占

めた野菜である．値段も安く，毎日食べるものである
からだろう．しかし，主食である米は８．２％と極めて
低い数字であった．これは自分で栽培している家があ
ることも理由に考えられる．また，一回に購入する量
が多く他のものと比べると１回での購入金額が高くな
るためためらってしまうことも理由に考えられるので
はないだろうか．そこで，一回の購入金額についてみ
てみると１０００円未満が約８割を占めており，このこと
から米の購入意識が少ないことも分かる．
野菜に続き多かったのが１８．０％を占めた果実である．
果樹栽培は有機農業での栽培では収穫量が安定しない
などの問題点がまだ多く残っているが，消費者の需要
は少なくないので今後のより一層の果樹における有機
農法の発展が望まれる．
では，消費者はどこで購入しているのだろうか．今
回の調査の対象が生協の組合員ということもあり，生
協が３９．９％で一番多かった．最近では有機農産物のコ
ーナーを作ってあるスーパーが増えたことも影響し，
２番目にスーパーが２０．７％で多かった．また，直売所
が人気を集め道の駅での販売が増えたことから，道の
駅を利用する人が増え１３．８％で３位に入った．
次に，なぜ有機農産物を購入しているのかを見る．
複数回答で聞いたのだが，表５に見られるように，全
体で約８割近く，安心・安全や健康を考え有機農産物
を購入していることが分かる．食品をめぐる事件が報
道され，さらにその傾向が強くなっているのではない

知っていた
おおよそ
知っていた

曖昧だった 知らなかった

合計 １３．５ ４０．０ ３７．７ ８．８
１０代 ０．０ ０．０ １００．０ ０．０
２０代 ０．０ ２８．６ １４．３ ５７．１
３０代 ２０．０ ３７．５ ３５．０ ７．５
４０代 １０．４ ４２．７ ３８．５ ８．３
５０代 ９．８ ３７．３ ４５．１ ７．８
６０代 ３１．３ ５０．０ １８．８ ０．０

メディア 店頭の表示 イベント 知人 農家
合計 ５２．４ ２７．３ ３．７ ９．２ ７．４

安心・安全 健康に良い
美味しい・
栄養高い

環境のため その他

全 体 ５８．４ １８．９ １４．１ ８．６ ０．０
～３００万 ５８．３ ２０．８ １２．５ ８．３ ０．０

３００万～５００万 ５９．４ ２０．３ １２．５ ７．８ ０．０
５００万～７００万 ５０．０ ２３．３ １６．７ １０．０ ０．０
７００万～１，０００万 ６５．０ １５．０ １５．０ ５．０ ０．０
１，０００万以上 ５０．０ ２０．０ １０．０ ２０．０ ０．０

図１ 有機農産物を購入するか

表３ 有機農産物を知っていたか 単位：％

表４ どこで有機農産物について知ったか 単位：％

表５ 有機農産物を購入する理由 単位：％
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だろうか．
次に，購入しない理由をみてみる．表６がその結果

である．ここでは，価格が高いからが３０．９％で一番多
く，続いて身近に売っている所がないという答えが
２９．８％を占めて２番となった．先ほど，消費者が食品
を購入する際に目安にするものを分析したが，その時
は価格を重視する消費者が多かった．ここで，購入し
ない理由として価格が高いからという意見が比率の高
さからみてそれほど多くないことから，他の問題点も
共に解消することで消費拡大に繋がるのではないかと
考えられる．

最後に，今後有機農産物を購入するかどうかをみて
いく（表７）．有機農産物の特徴について理解ができ
れば購入したいという答えが４３．３％で，続いて，購入
したい，安くなれば購入したい，購入しない，の順と
なった．購入しないという意見は１．６％と少なく，消
費者の購入意欲がみられた．これを所得別に見てみる．
購入しない理由で価格をあげていた３００万以下の層で
は安くなれば購入したいという意見が目立った．また，
どの層でも購入しないという意見は少なく有機農産物
の購入に積極的だとみえる．また，特徴が理解できた
ら購入したいという意見がどの層でも多くみられる．
このことから，もっと有機農産物の情報を必要にして
いると言える．消費者の理解を深めることで消費が拡
大するのではないだろうか．

４．生産者のアンケート調査分析

生産者のアンケート調査は有機生協に出荷している
農家を対象とした．実施したのは１０月の下旬である．
回答を３０戸から頂き，回収率は６０％であった．有機生
協は松山市東方町にあり，化学肥料や農薬を使わず，
安心安全な農業に取り組みたいという志を持った生産
者と，安心・安全なものを食べたいと願う消費者グル
ープの共同により，１９８１年に愛媛県で設立された．有
機生協では農薬・化学肥料・食品添加物・合成洗剤・
核（放射能汚染）・遺伝子組み換えの６つの追放を目
指している．組合員の希望をもとに，料理教室や農業
体験，学習会，キャンプ，手作りの会などを行ってい
る．若い有機農業後継者や新規参入者による青年部の
活動もここ数年活発化し，それぞれに情報交換や技術
交流，学習会などを行っている．ここ数年の青年部の
活動には生産者のみならず消費者からの信頼と期待は
大きいものになっている．もともと消費者の集まりか
らできた組織であるため利益目的の為だけで経営され
ておらず，一人ひとりの生活のことを大切にしている．
また，生産者と消費者との距離も近く，消費者の意見
が聞きやすい．有機農産物に理解を示す会員であるた
め付加価値も認められる．有機農産物の出荷先として
生産者にとってなくてはならない組織であるといえる．
今回対象とした生産者は，取り組み年数を見ると１０
年以上が７割を占めており，ベテランの方が多いこと
が分かった．
では，アンケート調査の内容を分析していきたい．
まず，収量・品質が安定するまでに要した年数である
が，表８に示すように，全体的に安定しないと答えた
農家が多かった．特に３年未満の栽培では安定しない
ことが分かる．この理由として，天候や作物によって
大きく変化するということであった．

そのような，安定しにくい有機栽培をなぜ続けてい
るのだろうか．その理由を表９にまとめた．安全な作
物を生産するためや，自分や家族の健康のためという
答えが多かった．生産者，消費者ともに安心・安全を

高い
外観が良
くない

特徴が分
からない

信用で
きない

品揃えが豊
富でない

身近にない その他

全 体 ３０．９ ０．０ １１．７ ２．１ １３．８ ２９．８ １１．７
～３００万 ５０．０ ０．０ １０．０ ０．０ ２０．０ ２０．０ ０．０

３００万～５００万 ３２．１ ０．０ ７．１ ０．０ １０．７ ２５．０ ２５．０
５００万～７００万 １７．６ ０．０ ３５．３ ０．０ １１．８ ２９．４ ５．９
７００万～１，０００万 ２５．０ ０．０ ０．０ ８．３ ３３．３ ３３．３ ０．０
１，０００万以上 ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １００．０ ０．０

購入したい
理解ができた
ら購入したい

安くなれば 購入しない その他

全 体 ２７．８ ４３．３ ２６．２ １．６ １．１
～３００万 １４．３ ４２．９ ４２．９ ０．０ ０．０

３００万～５００万 ３０．５ ４９．２ １６．９ １．７ １．７
５００万～７００万 ２２．６ ４５．２ ３２．３ ０．０ ０．０
７００万～１，０００万 ４５．０ ３５．０ ２０．０ ０．０ ０．０
１，０００万以上 ６６．７ ３３．３ ０．０ ０．０ ０．０

１～２年 ３～４年 ５～６年 ７年以上 安定しない
全 体 ０．０ ２９．０ １９．４ ６．５ ４５．２
３年未満 ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ １００．０
３～６年 ０．０ ０．０ ４０．０ ０．０ ６０．０
７～１０年 ０．０ ３３．３ ３３．３ ０．０ ３３．３
１０年以上 ０．０ ３６．４ １３．６ ９．１ ４０．９

表６ 有機農産物を購入しない理由 単位：％

表８ 取り組み年数別にみた品質・収量が安定するま
でに要した年数 単位：％

表７ 今後有機農産物を購入するか 単位：％
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重視していることが分かる．また，生産者は直接自然
を感じ生活しているためか，消費者よりも「自然のた
め」と答えるものが多い結果となっている．
では，慣行栽培のものと比べてどの程度高値で取引

されているのかをみてみる．販売価格について出荷先
別に見たものが表１０である．ここで，同程度という回
答が意外と多く驚いた．また，日によって安い時もあ
れば高いときもあるという意見もあり，価格が安定し
ていないことも分かった．専門業者や消費者への直販
といった理解を得られている所との取引は付加価値が
認められているということではないだろうか．

では，生産者は今の取引価格についてどう思ってい
るのだろうか．表１１はその結果である．全体の６割以
上は妥当と思っているようだ．しかし，表１０で出荷業
者は慣行栽培のものと同程度の価格で取引されており，
その結果，出荷業者にはもう少し高値を望む結果とな
っている．一番多く取引されている消費者団体だが，
同程度か１～２割り高く取引されており，妥当だと思
っている人が６割近くに上っている．専門業者や消費
者への直配は他の取引先と比べて比較的高値で取引さ
れていることもあり，生産者の多くはその価格に満足
しているようにみえる．
価格についてはこのように取引先によって妥当と感

じていたり，もう少し高値で取引したいという意見が
あったが，価格だけでなく有機栽培を行う上で問題を

感じているかどうかを聞いてみた．表１２がその結果で
ある．これは有機栽培の取り組み年数別にみたもので
あるが，問題を抱えている生産者が多くみられる．

これをふまえて，今後有機栽培を拡大するのか縮小
するのか，また現状維持とするのかをみてみる．表１３
がその結果である．問題を抱えている生産者は拡大す
ることに積極的ではなく，現状維持にとどまる傾向に
ある．しかし，縮小するという意見は少ないことから
有機栽培に積極的な考えであると思われる．逆に，問
題を感じていない農家では問題を抱えている農家と比
べると拡大する意欲が旺盛である．しかし，同じくら
い現状維持という意見が見られる結果となった．その
背景には，収穫等に対する問題はないが，やはり高齢
化や後継者問題があるので現状維持という結果になっ
ている．高齢化や後継者問題は全体的にみても多く，
この問題を解決する政策を打ち出さないと有機栽培の
拡大には繋がらないという印象を受ける．
では，問題を感じている生産者は具体的にどのよう
な問題を抱えているのだろうか．表１４は有機栽培の取
り組み年数別に問題をみた結果である．これをみると，

健康のため
安全な作
物の生産

高価だから 自然のため
関係書誌
の影響

全 体 ３２．１ ３４．６ ６．４ ２０．５ ６．４
～３００万 ２９．４ ３５．３ ８．８ ２３．５ ２．９

３００万～５００万 ３３．３ ３３．３ ４．８ １４．３ １４．３
７００万～１，０００万 ３３．３ ３３．３ ０．０ １６．７ １６．７
１，０００万以上 ２５．０ ２５．０ ２５．０ ２５．０ ０．０

同程度 １～２割高い ３～５割高い ５割以上高い
全 体 ２９．０ ３８．７ ２２．６ ９．７
消費者に直販 ２６．７ ４０．０ ２０．０ １３．３
農 協 ２５．０ ７５．０ ０．０ ０．０
量 販 店 ３３．３ ４４．４ １１．１ １１．１
専門業者 ７．７ ３８．５ ３８．５ １５．４
消費者団体 ３６．４ ３６．４ １８．２ ９．１
食品業界 ２２．２ ４４．４ ２２．２ １１．１
出荷業者 １００．０ ０．０ ０．０ ０．０

もう少し高値を
つけてほしい

妥当 安くなってもいい

全 体 ３４．５ ６２．１ ３．４
消費者に直販 ２７．３ ７２．７ ０．０
農 協 ５０．０ ５０．０ ０．０
量 販 店 ３３．３ ６６．７ ０．０
専 門 業 者 １６．７ ８３．３ ０．０
消費者団体 ３８．１ ５７．１ ４．８
食 品 業 界 ３３．３ ６６．７ ０．０
出 荷 業 者 １００．０ ０．０ ０．０

問題ある 問題ない
全 体 ７０．０ ３０．０
３年未満 １００．０ ０．０
３～６年 ７５．０ ２５．０
７～１０年 ６６．７ ３３．３
１０年以上 ６８．２ ３１．８

拡大する 現状維持 縮小する
問題がある １４．３ ７６．２ １４．３
問題はない ４４．４ ４４．４ １１．１

表９ 有機栽培をしている理由 単位：％ 表１１ 今の価格についてどう思うか 単位：％

表１２ 有機栽培を行ううえで問題はあるか 単位：％

表１０ 慣行栽培のものと比べどの程度高値で取引され
ているか 単位：％

表１３ 問題の有無別にみる有機栽培への今後の意向
単位：％
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収量に問題を感じており安定した収量が確保できるよ
うになることが求められている．この問題は取り組み
年数が増えるにつれて割合は減っていく．そこで多く
なってくるのは労働力の問題である．後継者不足や農
業従事者の高齢化が深刻な問題としてある．これらの
問題を解決していく必要がある．

５．課題と今後の展望

消費者・生産者の双方にアンケート調査を行い，わ
かったことがある．まず，消費者調査の分析から５つ
のことが分かった．
まず一つ目は，消費者の多くは食品を選ぶ際に価格

を重視しているということである．「食」を揺るがす
事件が多発し，食への関心が高まってきていると思わ
れるが，一番に価格に目にいくようである．しかし，
所得が５００万を超えると価格よりも産地を目安とする
消費者が増える．
二つ目は，有機農産物を購入している人が半数以上

いるということである．しかし，この数値には「たま
に購入する」という意見も含まれている．「たまに」
ではなく，「よく購入する」になるようにしていくこ
とが望まれる．そのための対策が必要である．
三つ目は，安心・安全を求めて有機農産物を購入し

ている消費者が多いということである．残留農薬等の
薬物汚染事故等の影響を受けているとも考えられる．
また，消費者は食品購入の際に生産地を目安とする人
も多い中，有機農産物では基準に定められた農地であ
るから生産地への信頼も高いのではないかと考えられ
る．
四つ目は，有機農産物を購入しない理由に価格以外

の問題が存在するということである．高価だからとい
う理由は１位だが，０．２％の差で身近に売っている所
が無いという理由が２位である．有機農産物の抱える
問題は，価格だけではないことがわかった．所得別に
見ると価格よりも他の問題の比率が高いものもある．
特徴の説明や品揃えの問題の解決が求められる．
最後に，消費者の今後の有機農産物の購買意欲は低

くないことが分かった．消費環境を整えることで消費

は拡大の余地があるということがみえてきた．
また，生産者調査から生産現場の現状が見えてきた．

ここでは４つのことをあげたいと思う．
まず，安定した収入を得るため安定した品質・収量
を得ることが必要であるが，有機栽培では，なかなか
安定しないことが多いことが分かった．栽培年数が３
年未満では難しいようである．
二つ目は，安全な作物の生産や家族の健康を思い有
機栽培をしているということである．消費者・生産者
ともに有機栽培により生産される作物に安心・安全を
求めていることが分かる．また，自然に優しい農業だ
からという理由も多くみられた．
三つ目に販売価格についてである．有機農産物は慣
行栽培の物と比べると同程度か１～２割高値で取引さ
れていることが分かった．専門業者や消費者への直販
では他の販売方法よりも高値であるようだ．これは付
加価値を理解されているからではないだろうか．その
価格に生産者の多くは満足しているが，同程度で取引
されている所にはもう少し高値を付けて欲しいという
意見もある．
最後に，今後の有機栽培についての意向である．有
機栽培を行う上で，労働力や品質・収量に問題を抱え
ている農家がみられ，これらの農家では有機栽培の拡
大に前向きではなく，現状維持という考えであること
が分かった．問題を感じていない農家では拡大に前向
きであり，これらの問題を解決することで有機農業が
拡大するのではないかと考えられる．
これまで見てきたように，有機農業の今後の発展を
目指すには問題点がいくつかあり，今回の研究で明ら
かになった問題点を解決していくことで発展に繋がる
と思う．ここで，３つの方策を提案したい．
まず，消費者の意識を高めることである．筆者は有
機農業の発展のためには消費者に有機農産物について
正しく理解してもらい，食べることでその魅力に気が
付いてほしいと考える．美味しいものは消費が伸びる
と思う．そのため，必要なことは消費者に有機農産物
について知ってもらうことである．現状では特別栽培
やエコファーマー等のほうが安全だと思っている人も
いるようだ．このような誤解を解き，食品を選ぶ際に
有機 JAS マークを目安とするような消費者が増える
ことを望む．消費者への有機農産物の情報の発信は消
費拡大の１つの方策であると言える．なぜなら，消費
者の調査から，有機農産物を購入しない理由として特
徴が理解できないからという答えがみられ，また，今
後どうなれば購入するようになるのかを聞いたところ，
特徴が理解できれば購入したいという答えが全体の
４３％を占めていたからである．また，レシピの紹介等

安定した収
量がない

労働力 経費 高く売れない
連携がうま
くいかない

理解が得
られない

全 体 ２８．６ ３２．７ １２．２ １４．３ ２．０ １０．２
３年未満 ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ０．０
３～６年 ４０．０ ２０．０ ０．０ ０．０ ０．０ ４０．０
７～１０年 ３３．３ １６．７ １６．７ １６．７ ０．０ １６．７
１０年以上 ２６．３ ３６．８ １３．２ １５．８ ２．６ ５．３

表１４ 取り組み年数別にみる抱える問題 単位：％
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も合わせてして表示し，生産者のアイディアを添えて
美味しく食べてももらうことも有効である．有機農産
物は自然に逆らわず生産されるため旬のおいしさが食
卓に届けられる．また，その地域に適した農産物の生
産が基本となるため，伝統的な料理の復活にも繋がる．
購入しない理由に食品を購入する際に重視する価格の
問題があるが，これは有機農産物の情報を発信しその
魅力に気付いてもらい，味・栄養価・環境への配慮等
を理解した上で，その価格を高いと思うかどうか判断
するべきである．そのためにも，消費者への呼びかけ
は極めて重要である．
二つ目は生産者の負担の軽減である．例えば，有機

農産物と表示する認定を受けるための書類が複雑であ
り，その上，費用が高いのでその助成をすること等が
ある．生産者の負担を減らすことで取り組みやすい農
業の形態を構築し，市場に出回る有機農産物を増やす
ことで品揃えの問題は少しだけかもしれないが解決の
道をたどることになるかもしれない．また，有機栽培
に対する指針等を作り安定して収穫できる方法を研究
し，生産者が農業で生活できるようにしていかなけれ
ばいけない．それに加え，新規参入者のサポートも求
められる．有機農業で生活が十分にでき，その上自然
とともに生活する喜びを得られるとなれば，関心をも
つ若者も増えるであろう．後継者や，新規参入すると
きにスムーズに就農できるシステムが作られているこ
とが理想である．労働力の問題を抱える農家も多いた
め，行政の種苗開発や天敵の研究が早急に望まれる．
今回の調査では，化学肥料・化学農薬の替わりに使っ
ている資材についても調査した．ここで，問題を抱え
ている農家と問題は感じていない農家について分けて
みてみたが，調査した農家が３０戸と少ないこともあっ
てか違いはみられなかった．しかし，手作業で害虫の
駆除や草刈りをしている農家が多くみられこのような
ことから労働力に問題を感じるようになるのではない
かと思った．化学農薬の替わりに使用している資材は
農家によって様々であり，工夫がみられた．また，安
定した品質・収量の確保に問題を抱える農家が多く存
在することから営農指導の徹底が求められる．
最後に販売方法である．消費者のアンケート調査か

ら，有機農産物を購入しない理由として「身近に売っ

ている場所が無い」や「品揃えが豊富でない」という
意見が目立った．消費者の求めるものが容易に手に入
るような環境が整っていなければ，消費も伸び悩むこ
とになる．普段，食料品を買いに行くスーパーやデパ
ートでの販売に力を入れることで，消費者が容易に購
入できるようになる．品揃えに不満を持っている消費
者もいるが，売り場の一角に有機農産物の販売コーナ
ーを設置し，わかりやすい宣伝を行いながら販売する
と良い．一ヶ所で，多品種の有機農産物を入手できる
ような販売方法も有効ではないだろうか．
道の駅や産直市など，直売所では生産者が消費者と
意見交換をすることができる．この機会を活かし宣伝
やイベントの案内をすることで，有機農産物に関心を
持つ消費者を増やすことを目指し活動していくべきだ．
また，直接消費者が農産物に触れる機会なので，本来
の匂いや形を知ってもらう．
とにかく，認知度を上げ生産者・消費者ともに正し
い知識を持った上で，容易に納得のいく価格で，欲し
いものを欲しいときに購入できる工夫・努力・システ
ム作りが求められている．
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